
２０２２年度第 6 回法学研究科委員会議事録 

                                

  

日時 ： 2022 年 11 月 16 日（水） 14 時 00 分～14 時 45 分 

会場 ： 原則対面で実施 板橋校舎内の会場として板橋校舎 1-420 教室 

《出席者》20名（定足数充足） 

《オンラインによる出席者》 2名 

《議長》坂部真理研究科委員長 

《 幹 事 》 法学部事務室  

 

 Ⅰ．冒頭 

坂部委員長が議長となり、大学院教員及び研究科委員会規程第６条第１項に定める定足

数に達した為（参加者 22 名）14 時 00 分に開会が宣言された。 

続いて、2022 年度第 5 回法学研究科委員会議事録の確認が行われ、委員会は原案を承

認した。 

 

 

 

 

 

Ⅱ．議案の審議 

1. 次期法学研究科委員長の選出について  

議長より、次期法学研究科委員長選挙について、被選挙権者名簿および大学院法学研究

科委員長選出規程基づいて説明がなされた。 

投票の結果、有効投票数の過半数を得たこととなり、規程により次期法学研究科委員長が

選出された。 

任期：2023 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日（2 年間） 

 

2．次期法学研究科各専攻主任の選出について 

議長の指名により両専攻主任から、次期専攻主任について提案があり、委員会はこれを承

認した。 

  

 ・次期法律学専攻主任(任期：2023.4.1～2025.3.31) 

 ・次期政治学専攻主任(任期：2023.4.1～2025.3.31) 

 

 



3．2023年度大学院法学研究科研究生等入学試験要項（案）について*事前配布資料有り コ

メント締切：11／14 16時 

議長より、資料に基づき2023年度大学院法学研究科研究生等入学試験要項（案）について

説明がなされ、委員会は原案を承認した。 

 

4．大東文化大学大学院生に関わる学術研究活動助成規程の制定（案）について*事前配布

資料有り コメント締切：11／14 16時 

議長より、事前に配布した資料に基づき、大東文化大学大学院生に関わる学術研究活動

助成規程の制定（案）について説明がなされた。本内容は、次年度の認証評価を見据え、大

学院生への支援を拡充する一環として検討されている事案であり、今回は学術研究活動助成

に関する内容が大学執行部より提案された。 

 

寄せられた意見および質問を付した上で、承認する旨の提案がなされ、委員会は原案を承

認した。 

 

5. 2023年度法学研究科科目編成（案）について 

議長の指名より、両専攻主任が指名され、資料に基づき説明がなされた。委員会は、訂正

箇所を含め原案を承認した。 

 

6. 法学研究科博士課程前期課程科目担当候補者選考委員会の設置について（法律学専攻

2件、政治学専攻1件） 

議長の指名により、両専攻主任が指名され、下記のとおり博士課程前期課程候補者として

推薦があり、議長より同候補者にかかる選考委員会の設置が提案された。これを受けて、両専

攻主任から選考委員の推薦があり、委員会はこれを承認した。 

 

＜法律学専攻＞ 

名称：法律学専攻博士課程前期課程授業科目担当者選考委員会 

担当科目：刑事法特殊講義（刑法Ⅱ）／刑事法演習（刑法Ⅱ） 

 

名称：法律学専攻博士課程前期課程授業科目担当者選考委員会 

担当科目：社会法特殊講義（労働法）／社会法演習（労働法） 

 

＜政治学専攻＞ 

名称：政治学専攻博士課程前期課程授業科目担当者選考委員会 

担当科目：行政学特殊講義／行政学演習 

 



7. 2022年度法学研究科委員会開催予定日程表の一部変更について 

議長より、2022 年度法学研究科委員会開催予定日程表に誤植があると指摘があり、訂正が

なされた。 

 

8.その他 

一）簡易製本版を提出した後の修正可否と修正内容の範囲および修正方法について 

 議長より、第 5 回法学研究科委員会にて継続審議として扱われた本件に関して、説明がなさ

れた。加えて実際の課題を考慮し、議長より提案がなされ、委員会はこれを承認した。 

 

Ⅲ．報告承認事項 

１．2022 年度大東文化大学大学院修士論文計画書の提出について 

議長より、2022 年度大東文化大学大学院修士論文計画書について説明がなされ、委員会

は原案を承認した。 

 

２．2023 年度法学研究科事業計画（案）および 2022 年度事業計画中間報告の提出について 

議長より、2023 年度法学研究科事業計画（案）および 2022 年度事業計画中間報告の提出

について説明がなされ、委員会は原案を承認した。 

 

3. 2023 年度法学研究科予算について 

 議長より、2023 年度法学研究科予算について説明がなされ、委員会は原案を承認した。 

 

4. 『大東法政論集』執筆申込みについて 

議長より、資料に基づき説明があり、以下の通り執筆申し込みがあった旨報告があり、委員

会は内容を承認した。 

 

5.2023 年度カリキュラムツリーについて 

議長より、2023 年度カリキュラムツリーについて説明がなされ、委員会は原案を承認した。 

 

Ⅳ．報告事項 

1. 大学院評議会等会議報告 

議長より、資料に基づき、第 5 回大学院研究科委員長会議、第 5 回大学院評議会につい

て報告がなされた。 

 

2. 共催シンポジウムの開催ついて（国際比較政治研究所と政治学専攻共催） 

議長の指名により、政治学専攻主任が指名され、滞りなく終了した旨報告がなされた。 

 



3. その他 

・特になし 

  

＜閉会＞ 

以上の審議をもって議長が閉会を宣し、法学研究科委員会は、14 時 45 分閉会した。 

 

以 上  


